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（博土論文審査の結果の要旨）

本論文では、生物学的製剤の1種であるウステキヌマブ（摘沿〇抗体）で冶療した クロ ーン病患
者さんにおける、内視鏡的活動性と様々なバイオマーカーとの相関を検討しt� その結果、ウス
テキヌマプの血中トラフ値が活動性と負の相関を示した。 つまり、内視鏡的活動性の悪化は、ウ
ステキヌマプの低下と有意な相関があることが判明しt� また、ROC解析において、正常な：RPと
アルブミン値を予測するための最適なウステキヌマブのトラフのカットオフ値はそれぞれ1. 7 µ
g/mlであることが分かった。 一方で、内視鏡的寛解を予測するための最適なカットオフ値は2.0
µg/mlと、CRPやアルブミン値の正常化に関するよりも高いことが判明しt� これらの結果は、ク
ロ ーン病における長期的な腸管障害を防ぐためのTreat To Targetを考える上で、非常に重要な
臨床データとなる。 また、過去の報告では、抗薬伽充体により 生物学的製剤の血中濃度が低下し
活動性と関連すると言われているため、研究室で確立したELISAシステムを用いて抗ウステキヌ
マプ抗体を測定した） その結果、ウステキヌマブに関しては、抗薬物抗体の出現と活動性には相
関の無いことが判明した。

本論文は、 クロ ーン病の治療について新たな知見を与えたものであり、また最終猷験として論
文内容に関堅した試問を実施したところ合格と判断されたので、 博士（医学） の学位論文に値す
るものと認められた3
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